
 

 

 
 

「本物に触れ・体験を通して学ぶ」 
校長 金三津 ひろみ  

 

１月２７日（金）、スキー練習会を行いました。３～６年生が

宇奈月温泉スキー場でスキーに取り組み、雪に親しむこの

行事は、本校の特色であり、開校以来続いている伝統の行

事です。今年度も、保護者や地域の方々３０名もの指導協力

をいただき、開催することができたことに心から感謝していま

す。スキー場関係者の皆さまにも、練習会開催に向けての準

備や当日のサポート等で大変お世話になりました。 

この日は、今シーズンのオープン初日となり、リフト利用無料という幸運にも恵まれました。例年な

らば、年末から何度もスキーを楽しんでいる子供たちも、今シーズンは初滑りとなる子供がほとん

どでした。また、３年生の中には、「スキー初挑戦」となる子供もいます。中学年の多くの子供たちに

とっては、スキーというスポーツに触れ、体験して学ぶ「スキー体験学習」という意味合いの活動で

もあります。たった１回のスキー体験では、技能の向上や運動としての楽しさを味わうところまでは

期待できません。けれども、せっかく雪の積もる地域に生まれ、スキー場がすぐ近くにある環境で育

っている子供たちですから、年に１度くらいはスキーに触れてほしいと思います。滑る楽しさや上達

する喜びを味わうことは難しくても、「寒くて辛かった」「難しくて怖かった」でも、経験したからこそ

の学びがあると考えます。 

スキー練習会当日も、子供たちは滑ったり転んだりして、宇奈月の自然を満喫していました。「山

岳スキー競技日本選手権黒部・宇奈月温泉大会」開会の日でもあり、役員の方が準備する姿、選

手の方々が練習する姿にも出会うことができました。帰り際、スキーを片付けながら、「明日また滑

りにこようかな」と話す子供の声を聞き、嬉しくなりました。 
 

１月２６日（木）には、４年生が出前コンサートで「琉楽」に触れる学習を行いました。「琉楽」とは、

琉球王国時代に育まれた固有の音楽で、歌三線を中心に琉球箏、琉球笛などの伴奏楽器を加え

て演奏されるものです。１月２８日（土）にコラーレで開催される「パフォーミングアーツのエントラン

ス vol.６」に出演する３名の演奏家が来校され、４年生のために特別授業を実施してくださいまし

た。２学期、日本各地の民謡や伝統芸能に触れる学習に取り組み、五箇山地域の民謡「こきりこ」

を聴いたり、楽器の演奏をしたりしていた４年生は興味津々でした。三線に使われているニシキヘ

ビの皮、住んでいる人から聞く沖縄の話、琉球音階で奏でられる曲等、初めて見るもの、聞くことに

驚きあっという間の１時間でした。外は雪景色でしたが、心の中はしばしの沖縄気分となりました。 
 

インターネットの力を借りれば、世界中の様々な分野の人・こと・ものに容易に出会うことのできる

現在ですが、本物に触れたり、体験したりすることの価値や意義にかわりはありません。直に本物

に触れるからこその感動や実際に体験したからこその実感は、人が成長する上で貴重な栄養にな

ると考えています。子供たちには、デジタルとアナログ、それぞれのよさや特性を生かし、上手に関わ

りながら自分の世界を広げ、「好き」「面白い」「やってみたい」を増やしていってほしいと思います。 
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《学習参観へのご参加ありがとうございました》 
１月１９日（木）、今年度最後の学習参観・学級懇談会を開催しました。学習参観はもとより、学

級懇談会にも多数のご参加をいただきました。進級を目前にした子供たちの姿をご覧いただき、子

供たちの成長した点やがんばっていることにについて話し合っていただきました。４年生が行った第

２回目の「フードドライブ」にもご協力いただきありがとうございました。 

 

 
 
６年「いのちの授業」を行いました 
小学校最後の学

習参観となる６年生

はゲストティーチャー

として助産師の水島

香苗先生にご来校

いただき「いのちの

授業」を行いました。

命の始まりや胎児の

成長についての説明や命は何代も前の先祖から自分へとずっと繋がっていること等の話を聞き、

子供たちは自他のいのちの大切さやかけがえなさについて考えることができました。 

その後、教室でお家の方々に書いていただいたメッセージカードを読む子供たちの真剣な様子、

嬉しそうな表情が印象的でした。 

 

《赤い羽根共同募金の贈呈式を行いました》  
６年生が中心となって取り組んだ募金活動で集まった募金

を共同募金会に寄附しました。黒部市社会福祉協議会の方に

ご来校いただき、６年生の代表者が募金を手渡しました。 

集まった募金は合計で４３，４４２円。共同募金会とユニセフ

に寄附させていただきました。 

１年学活 
「ハッピーサンキューナイスを伝えよう」 ２年学活「わたしのたん生」 

３年道徳「お母さん、かぜでねこむ 
          -ちびまる子ちゃんー」 

４年算数「くふうして面積を求めよう」 
４年自立活動 

「見よう 聞こう 伝えよう 考えよう」 ５年国語「方言と共通語」 
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《「こども雪教室」で学習しました》 
１月２０日（金）、富山県入善土木事務所による「こども

雪教室」が開催され、４・５年生が冬期間の安全な暮らしを

守る取組について学習しました。 

雪の降る仕組みや富山県の降雪の特徴、除雪機械の

種類等について話を伺った後、市内の除雪作業に当たっ

ておられる此川建設のご協力で、実際に除雪車を見たり、

運手席に乗せていただいたりしました。人や車が道路を安

全に通行できるようにするため、多くの人が協力し、計画

的・組織的に取り組んでいる除雪事業について知ること

ができました。当日は、全く積雪のない中での「雪教室」

でしたが、その後の寒波により除雪車の活躍を目にする

機会も増え、子供たちは「雪教室」での学習を思い出し、

興味をもって見ていることと思います。 
 

《１・２年「ゆきと仲良し集会」を行いました》 
３～６年生がスキー練習会を行った１月２７日、１・２年生はグラウンドで「ゆきと仲良し集会」を行

いました。雪の上を歩き回って「猛獣狩りゲーム」を楽しんだり、１・２年交流グループで相談して思

い思いの雪像づくりに取り組んだり、そりあそびをしたりして楽しく雪に親しみました。今シーズン一

番の積雪に子供たちは大喜びでした。２年生がリーダーとなって、１年生に優しく教えたり手助けし

たりする姿が頼もしかったです。 

 
 

《「おんづろ こんづろ」に参加しました》  
１月１４日（土）、下立地区の伝統行事「おんづろ こんづろ」（左

義長）が下立神社で開催されました。紙が燃え上がる様子が大

鶴・小鶴（おおづる こづる）が飛び立つ姿に見え、それが訛ったも

のと言い伝えられています。 

当日は、あいにくの雨の中でしたが、代表の６年生が、由来等に

ついて説明した後、ご神火を携えた子供たちが一斉に点火

すると、やぐらは大きな炎に包まれ、書初めが高く舞い上が

っていきました。この火で焼いた餅を食べると１年間健康で

過ごすことができるとの言い伝えもあり、参加していた多く

の家族が手製の餅焼き器で餅を焼く姿も見られました。地

域の伝統行事が地域の方々の努力により、こうして継続さ

れ、子供たちも活躍していることを嬉しく思います。 
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《２・３月の主な行事予定》 

２月 １日（水） 

８日（水） 

９日（木） 

１３日（月） 

１５日（水） 

２２日（水） 

２３日（木） 

２４日（金） 

２７日（月） 

２８日（火） 

６年ラジオミュー「僕の夢・私の夢」収録 

全校児童集会（５限） 

校舎内ワックス掛け ～10 日（金） 

５年花とみどりの少年団解団式、なめこの植菌活動 

６年ラジオミュー「僕の夢・私の夢」放送日 ～16 日（木） 

第２回学校評議員会 

《祝：天皇誕生日》県書初め大会(富山市総合体育館)５名児童参加 

６年生を送る会・安全パトロール隊感謝の集い（１･２限） 

委員会活動 

冬期電車通学最終日 

３月 

 

 

 

４月 

１６日（木） 

１７日（金） 

２３日（木） 

２４日（金） 

７日（金） 

１０日（月） 

１１日（火） 

６年給食最終日 

卒業証書授与式（給食なし） 

１～５年給食最終日 

修了式 

令和５年度第１学期始業式 

給食開始、令和５年度中学校入学式 

令和５年度入学式 

※新型コロナウイルス感染症・インフルエンザの状況等により、変更となる場合があります。 
 

◎電車遅延・運休等への対応について 

    先日より、車両トラブルや積雪等による電車の遅延が度重なり、ご心配をおかけしています。 

学校では、遅延や運休の情報が入り次第、安全メールでお知らせすることとしていますが、トラ

ブル発生後、すぐには連絡が入らないことも多く、状況把握や保護者への連絡に時間を要してい

るのが実情です。いろいろな状況が予想されますが、原則としては下記のような対応とします。 

登校時、遅延や運休の場合 

「一旦家に帰り、保護者と相談する（次の電車に乗る、保護者の車で登校するなど）」「駅舎に

残り、学校職員の到着を待つ」等、先日、ご家庭で相談のうえ決めていただいた対応をとるよう、

子供たちに伝えてください。駅舎で待つ子供がいる駅には、学校職員が向かい対応します。 

下校時、遅延や運休の場合 

情報が入り次第、学校職員が浦山駅へ向かい、状況に応じて、子供たちとともに「一旦、学校

へ戻る（次の電車に乗る、保護者の迎えを待つなど）」「そのまま駅舎に残り、電車の到着を待

つ」等の対応を行います。 

大雪等の場合には、十分な対応ができずご迷惑をおかけすることもあると思いますが、子供た

ちの安全な登下校のため、保護者の皆さまのご理解とご協力をお願いします。 

◎学校集金の振替システム変更に関する協力お礼 

    来年度より学校集金振替システムを変更することに伴い、お忙しいところ、金融機関での手続

きや必要書類の提出等にご協力いただきありがとうございました。おかげさまで、システムの移

行準備をスムーズに行うことができました。新たな指定口座からの第１回目の振替は、令和５年

５月上旬に行う予定です。振替は１回のみのため、振替が行えなかった場合は現金での納入を

お願いすることとなりますので、よろしくお願いします。 

集金額、振替日等の詳細は４月中旬に改めてお知らせします。 
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